
ギくルランドおよび英国の競馬学校を訪ねて～
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はじめに

競馬先進国であるアイルランドおよび英国の競馬学校

における教育指導方法の習得と併せ、若馬の四‖致ft術な

らびに調教方法を体得 視 察するために、平成20年10月

12日から同年11月23日まで、およそ40日間の研修を受け

てきました。両国は大平洋の北西部に位置し、温暖なメ

キンコ湾流と大西洋から吹く偏西風の影響を受けて、気

候は安定したれ洋性気候であり、受は涼しく冬は縦度が

高いわりに寒くなく、年間の眸水量も日本に比べれば少

ないようです。

練班、 1核 」の妨乗fr線風景を撮影したビデオ鑑賞 (騎

乗チェック :写真 1)お よびシミュレ
ーターによる討1練

班、たて髪の編み方等の実習班の3班 に分かれて実施さ

れていました。

6カ 月間の研1ケ期間での騎来目‖練スケジュールは、最

初の 1カ 月間は複馬場と角馬場にて、基本的な駒乗姿勢

をW得 させ、 2カ 月日から400D■トラックにて、教官の

表 1 研 修における1日の流れ

両国では、育成馬および競走馬に携わるきゅう務

員 妨 手等を育成する人材養成機関、R A C E ( R a b n g

Academy&Centre of Education)お よびBRS(The

BHjsh Racing School)を机察し、両国の代表的なきゅ

う舎および牧場での翔‖致技初iと調教方法の体得を目的と

した研修を受けました。また、械馬の開催、競馬サーク

ルの実態、馬文化等についても視奈してきました。

今回は、その中で人材養成機関のアイルランド競ヽ学

校 (RACE)と 英国競馬学校 (BRS)の 両校の紹介と併

せて、両日の馬文化についてもな千紹介します。

RACE(ア イルラン ド崩馬学校)の 概要

RACEで は、かつてBTCが 教官として 3年 間招聘 し

ていたバリー ウ ォルシュ氏とポール キ ーテイング氏

がおり、元ジョッキーのテイル バ ーン氏を力nえた男性

教官 3名 によって、およそ30名の研修生の指単にあたっ

ていました。,F修期間は6カ 月で実施され、私が訪問し

たH手は入識して2カ 月半が過ぎていました。

研修の 1日 の流れは、教育用馬が42頭であることか

ら、姉乗副練は午前中の l HVKを基本としたスケジュ
ー

ルとなっていました (表1)。 その後は2按 日の時乗訓|

,|ぱ粋下Jゴ挫_
800～ 845    馬 房清lT

"F修内容

1核 日姉乗副練

2弦 日騎2TL副練
ビデオ拓賞 シ ミュレーター副fA

そのlLの実習

ユ 食

キ科年の受誰

夕 食
t由 1時間
自主練習

9100‐ヤ10:30

11:00～ 12130

13100～ 13150

14:00-ヤ17モ00

17130-21'00

写真 1 ビ デオ鑑賀によるレクチヤー
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リー ドホース併たによるた路姉来へと移行し、 3ヵ サ」目

からはカラ司Ⅲ教場を利用しての時乗訓1縦へ移行されてい

ました。その後、研1ケ生の射来レベルに応 じて4カ 月日

から、カラ調教場近郊でのきゅう合実習に行かせるイ,Fl歩

生と、姉亮レベルがllRく実習に行かせられないと+U断さ

れた"F修生は、少人数での lH2～ 3肱 の姉来目1練を実

施するスタイルカ`とられていました。

4カ 月日以降から"F修終 rま では、牧場実習と姉舜目l

納 (写真 2)の 利i科授業の繰 り返しとなっています。午

後の何F修は、学科 (一般教養 馬 取 り扱い合般の討義)

が行われ、馬の手入れは午前中の姉来目l練終了Hすに済ま

されていました。研1ケ期間内において‖得させる実技

誰義のJH‐日は決まっていましたが、週 月 単位での切Flタ

カリキュラムは特別に決められていませんでした。その

ため、実技においては、その日の朝、教官 3名 によるミー

ティングにより、その日の天候や馬場コンディション、

9F修生の姉栞レベル寺によって実技内容が決められてい

ました。

BTCで は研修生全員をある一定ラインまでの琉乗 レ

ベルにさせることをH的 としていますが、RACEは 競馬

学校として姉手志望者が大■を占めているため、姉栞レ

ベル別にクラス分けされ、上級者は障告飛tt訓線 ゲ ー

ト訓練 (写真 3)や スピー ド調致訓1練 (写真4)を 、私

が訪問した3カ 月日で実施されており、4研 1ケ生に応じ

た所乗訓練が実施されていました。研1ケ生全員に共通し

て実施されていた姉乗司‖線としては、カラ前教場内の起

伏を最大限に利用して、不率地での駒乗バランスの統立

を目的とした訓1練 (写真 5)を 頻繁に取 り入れており、

1日 1核の訓lhl内容に十分ないキ問を■出)てltりn ltんでい

ました。

写真2 走 路での騎乗訓練

写真3 ゲ ート討練

写真4 教 官併走のスピー ド調教

写真5 不 整地での騎乗訓練
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BRS(英 国競馬学校)の 概要

BRSで は、さゅうrr貞評lr(9迦 門コース)を れ容

しました。 こ の コースはNV(e(National Vocational

Qualincad()n)とぃわれる、就走15に)'わる人のための

匡家資格取付を目的とした研修Jiが大■をμiめており、

卒業と同H子にNV(3の 杓75%の 必須・l llを取仲できる

コースでした。47j区においては競馬産業の付事に ltら

ず、他のIL極においてもこの資格はrllがぁる工要な資格

と位置づけられています。

きゅう務貞課科は 1クラスIS名の定員でイ,F修が行われ

ており、ビギナーズクラス (入i付から6週 IW まで)と

アドバンスドクラス (7週 「l日から卒★まで)に 分かれ

て、カリキュラムが純まれていました.6j坦 口,怖で常に

新しV コヽ「1ケ4モが入計してくる方式がとられているため、

RACEと は辻い、|千画的な研1タカリキュラムが迦Ⅲ位で

作成され、各クラスとも3週 Tl tt 1/で必ず次められた11

位を取イ'させるように、"Fl夕が和[まれていましたcそ の

ため、姉栞および学■においても、行 の ように柿習が

行われており、垣畑出でlI Ⅲ的に資格取得の必須11位を

収得させようとする教,の 努力と、必ず取律しようとい

うllF修生の意欲がうかがえました。

教育川ヽとして味Iltしているヽは63頭おり、うち60頭

が元協たヽ、残り3頭がボニーでした (写真6)c10放

年前はポニーやハンターfrも多く蝶養されていたようで

すが、現れはほとんどがサラブレッドl■へと変化してい

ました。その一番の型山としては、1〔はで馬を仕入れら

メtることがあげられ、 さらには実】貨的なスピード前教〕‖

練にも対応が利くことでした,栄 養ヽの年怖層は、15歳

前後が多く そ のⅢに20歳ヽも3頭いました。これはほ

とんどのにが、平地域たから■告競定へ転向して7/1年使

川されてからBRSの 教育ア,ヽとなるため、10歳近くの

馬が多くなるとのことでした。教育Tlヽとして、多少歳

をとっている馬の方が落ち十いているのと司時に、 10歳

まで現役を杭けられたタフきが敦青川馬としても長く械

けられると、ある教官は教えてくれました。

琉栞訂‖Ttは、 7週 いjの研1ケ期間内で、311問単位によ

り司除 場所が変更されていました.最 初は夜馬場から始

まり、次に500m周 田た時、最後に1400m高線た路を上

体とした訓隷へと移行されていました。rlilヶ生がた路で

所乗訓練を行う際は、 トランシーバーを去‖;し、JRA就

馬学校に Frいスタイルで実施されており、正報た怖での

姉来訓紳においては、ヽ場ラチを取んで,と 琉乗者が,|

たし ト ランシーバーでの1,示およびビデオカメラでの

性形が71炉1行われていました。誰義年の持単方法におい

ては、BTC方 式と大きな近いはみられず、え技 実 ‖

およびデモンストレーション等 (写真7)に ついても、

には司様にllLめられていました。

一方 防 Tr tt llを析杉したビデオを有効活Flする点に

おいては BRSも RACEも 同様であり、BTC方 式では

取り入れられていない1旨j洋方法でした.BRSで は詰4Lと

してビデオ掟!〔させながら、教1寺による各1何人への精準

とllせ ,Flケ生司十川でも相手の上い■や政キすべき■

を発言させていました。このディスカッションにより、

Rい 町栞フォーム 良 い加来バランス 良 い姉来テク

ニックを兄抜ける眼もIわ せるとともに 自 分白身で安

定したlf lT弦甥を統立できる1セl」を責うことも兄‖えて

の言↓共でした.さ らに、BRSで はシミュレーター車での

写真6 厩 舎前の引き運動

写真7 装 鞍デモンス トレーション

やさしい育成技術 ②



実習も多く実施されており、シミュレータ
ーとバランス

ボールを用いて (写真8)、姉栞姿勢の確認と騎乗バラ

ンスの構築を目的としたレクチャーが少数班に分かれて

行われていました。

アイルランド 英 国の両学校の騎乗訓線において、最

も重点を置いて指導していたことは、やはり優れた欧栞

バランスの椛立でした。RACEに おいては、不整地での

騎栞訓練により、馬の前後左右の動きに対応するよう実

践の中で研1ケ生に身に付けさせ、BRSに おいては、バラ

ンスボールの卜に四つん這いになる線留等と、手綱を持

たない状態で腹帯が外されている鞍に踏り、シミユレー

ターを作動させて行う司‖練を毎日繰り返し実施していま

した。どちらも方法は違うが、研修生へ求めていること

は共通しており、今後のBTC方 式においても大いに活

rllしてぃく和i値があると感じられました。

ました。これは私がたまれ育った北海道の"け海町で行

われている草競ヽ的な要素も感じられ、「国民的大衆レ

ジャーJと しての競馬FT3催というより、「地域のお祭りJ

というような雰凶気でした。

また、今回の切Flケでは、馬文化の違いをチロるうえで、

両国のインターナシヨナルホースショーの視察 (写真

9)や 、毎週のようにあちこちの市町liで開lLされてい

た乗馬大会への参力Iも、休日を利用して維験することが

できたことは、見問を広めるための貴重な体験でもあり

ました。特に、ホースショーの合間に行われるアトラク

ションで、 各国 (アイルランド、 引ヒアイルランド、 イン

グランド、スコットランド)の ポニークラブ (小学校低

学年から中学生)代 表者による、来ヽ対抗リレーの 1コ

マにおいては、子供たちの時乗レベルの高さに脱帽する

ほどの衝撃を受けました (写真10)。

日本との馬文化の違い

両国での研修生の騎呆レベルは、小学校低字年からポ

ニークラブ等に通っていた子供や、家庭にブライベート

ホースを所有し、休Hに トレッキングや競社会へ出場し

ていた経験者が多く、常にほとんど乗ったことが無く、

BTCへ 入討してくる研修生とは全く実なっていました。

その背■には、アイルランド 英 日と日本では馬文化

の違いが大きく、日本では乗馬 局 術は特別なスポー

ツ 娯 楽とされている予卜分が大きいが、競ヽ先進国の両

回は、地域全体が馬文化と競馬を楽しみ、さらには 「馬J

という動物を誰もが梨解しているかのように感じられ

写真9 ホ ースショーでのフ トラクション

写真8 シ ミュレーター バ ランスポールによる訓練 写真10 高 度の騎乗技術を持つた子供達
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